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歳出

歳入
義務的経費
47.2％

投資的経費
14.6％

その他の
経費
38.2％

人件費
14.5％

扶助費
21.5％

公債費
11.2％普通建設事業費

14.6％

物件費
14.5％

補助費等
12.0％

繰出金
9.9％

その他
1.8％

一般会計
総額

100億3,800万円

一般会計
総額

100億3,800万円

その他
庁舎管理や議会運営など
10億8,096万円

公債費
公共事業の財源として
借り入れた町債の返済
11億1,860万円

労働費・農林水産業費・
商工費
農林水産業や観光の振興など
1億7,853万円

消防費
防災や消防など
3億4,840万円

教育費
小・中学校の管理・運営や
スポーツ振興など
14億149万円

維持補修費、予備費など

1億8,453万円

一般会計、特別会計、
基金などの会計間に
おいて支出されるお金

9億9,149万円

補助金、負担金、
報償金など

12億282万円

人件費、維持補修費、
扶助費、補助費など
以外の消費的性質のお金

14億5,423万円

道路、橋りょう、学校、公園など
各種社会資本の新増設事業を行う
際に必要なお金
14億7,015万円

議員報酬、職員給料、
地方公務員共済組合等
負担金など

14億5,790万円

生活保護費、福祉医療
費、児童手当など

21億5,828万円

町債の元利償還金およ
び一時借入金利子の支
払いに要するお金

11億1,860万円

衛生費
保健・医療・ごみの回収処理など
8億1,438万円

民生費
福祉や子育て支援など
37億3,360万円

その他 施設使用料や手数料など

12億1,356万円

繰入金
前もって積み立てていた貯金
から引き出したお金
6億6,156万円

町債
公共事業などの財源として
長期に借り入れるお金
9億0,590万円

地方交付税
全国どこのまちでも同じようなサービス
が受けられるよう国から交付されるお金
11億1,482万円

一般会計
総額

100億3,800万円

国県支出金
公共・福祉事業を行うため
国や県から交付されるお金
20億9,590万円

平成27年度予算
ひと輝く・四季彩のまち かいた
一般会計 100億3,800万円 （対前年度比 11.0％増）
（経済対策事業分を含む） 101億190万円 （対前年度比 4.2％減）
特別会計 69億147万円 （対前年度比 4.2％増）
水道事業会計 5億8,578万円 （対前年度比 16.8％減）

１　第４次海田町総合計画の基本構想に掲げる都市像「ひと輝く・四季彩のまち　かいた」の実現に向けた各種
施策の推進に財源を重点的に配分します。

２　これまで取り組んできた「子育てしやすい、安全安心なまちづくり」を引き続き継続・拡充して進めます。

３　将来世代へ過度の負担を残さない「持続可能な行財政運営」のため、行政改革指針に基づき、事務事業評価
の反映や事業の見直しを行い、絶え間ない行政改革に取り組みます。

※「第４次海田町総合計画」は企画課（役場３階）およびホームページで閲覧できます。

　平成26年度の国の経済対策を活用し、防犯カメラの設置や消防団の装備更新に係る事業など、まち・ひと・
しごと創生に係る各種事業を、平成26年度の補正予算に計上し、27年度へ繰り越して実施します。
　経済対策事業分　一般会計…6,390万円

皆さんに納めて
いただく税金
40億4,626万円

土木費
道路整備や公園の維持管理など

13億6,204万円

予算編成重点方針

国の経済対策を有効活用

※特別会計とは、公共下水道事業・国民健康保険・介護保険・後期高齢者医療の４会計のことです。
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